
Routing Information Protocol の設定

Routing Information Protocol（RIP）は小規模から中規模の TCP/IP ネットワークで一般的に使用され

るルーティング プロトコルです。また、距離ベクトル アルゴリズムを使用してルートを計算する安定

したプロトコルです。

機能情報の確認
最新の機能情報と注意事項については、ご使用のプラットフォームとソフトウェア リリースに対応し

たリリース ノートを参照してください。このモジュールで説明される機能に関する情報、および各機能

がサポートされるリリースの一覧については、「RIP の設定に関する機能情報」（P.29）を参照してくだ

さい。

プラットフォームのサポートおよび Cisco IOS XE ソフトウェア イメージのサポートに関する情報を検

索するには、Cisco Feature Navigator を使用します。Cisco Feature Navigator には、

http://www.cisco.com/go/cfn からアクセスします。Cisco.com のアカウントは必要ありません。
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RIP の設定に関する前提条件
RIP を設定する前に、ip routing コマンドを設定する必要があります。ip routing コマンドの設定の詳

細については、『Cisco IOS IP Routing: RIP Command Reference』を参照してください。

RIP の設定に関する制約事項
RIP が異なるルートの価値を評価するときに使用するメトリックは、ホップ カウント です。ホップ カ
ウントとは、1 つのルート内で通過する可能性があるルートの数です。直接接続しているネットワーク

のメトリックはゼロです。到達不能のネットワークのメトリックは 16 です。このようにメトリックの

範囲は狭いため、RIP は大規模なネットワークに適さないルーティング プロトコルです。

RIP の設定に関する情報
Routing Information Protocol（RIP）を設定するには、次の概念を理解する必要があります。

• 「RIP の概要」（P.2）

• 「RIP のルーティング アップデート」（P.3）

• 「RIP のルーティング メトリック」（P.3）

• 「RIP Version 2 と認証のイネーブル化」（P.3）

• 「ルーティング情報の交換」（P.4）

• 「RIP のルート集約」（P.5）

• 「スプリット ホライズン メカニズム」（P.6）

• 「RIP アップデートのパケット間遅延」（P.6）

• 「WAN 回路上の RIP の最適化」（P.6）

• 「送信元 IP アドレス」（P.6）

• 「ネイバー ルータ認証」（P.6）

• 「IP-RIP Delay Start」（P.7）

RIP の概要

Routing Information Protocol では、ブロードキャストの User Datagram Protocol（UDP; ユーザ デー

タグラム プロトコル）データ パケットを使用して、ルーティング情報を交換しています。Cisco IOS 
XE ソフトウェアからは、ルーティング情報の更新が 30 秒ごとに送信されます。この処理はアドバタ
イジング と呼ばれます。ルータがもう 1 つのルータから更新を 180 秒間受信しない場合、更新されな

いルータとの間のルートは使用不能とマークされます。240 秒経過しても更新がない場合、その更新さ

れないルータのルーティング テーブル エントリはすべて削除されます。

RIP を実行しているルータは、RIP を実行しているもう 1 つのルータからの更新によってデフォルト 
ネットワークを受信できます。また、ルータは RIP を使用して独自にデフォルト ネットワークを作成

（生成）できます。いずれの場合でも、デフォルト ネットワークは RIP を介して他の RIP ネイバーにア

ドバタイズされます。
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RIP Version 2 のシスコの実装では、プレーン テキスト認証、Message Digest 5（MD5）認証、ルート

集約、Classless Interdomain Routing（CIDR; クラスレス ドメイン間ルーティング）、および 
Variable-Length Subnet Mask（VLSM; 可変長サブネット マスク）をサポートしています。

RIP のルーティング アップデート

RIP は、定期的に、またネットワーク トポロジに変更があったときに、ルーティング アップデート 
メッセージを送信します。エントリに対する変更を含む RIP のルーティング アップデートをルータが

受信すると、ルータのルーティング テーブルは新しいルートを反映するために更新されます。パスの

メトリック値は 1 ずつ増え、送信側はネクスト ホップとして示されます。RIP ルータが保持するのは、

宛先への最適なルート（メトリック値が最小のルート）のみです。ルータはルーティング テーブルの

更新が終わり次第、RIP ルーティング アップデートの送信を開始して、他のネットワーク ルータに変

更を通知します。この更新は、RIP ルータが送信する定期的にスケジュールされた更新とは別に送信さ

れます。

RIP のルーティング メトリック

RIP は単一のルーティング メトリック（ホップ カウント）を使用して、送信元と宛先のネットワーク

間の距離を測定します。送信元から宛先までのパスの各ホップには、ホップ数の値（通常は 1）が割り

当てられます。新規または変更された宛先ネットワーク エントリを含むルーティング アップデートを

ルータが受信すると、更新で示されているメトリック値に 1 を追加し、ルーティング テーブルにその

ネットワークを入力します。送信側の IP アドレスはネクスト ホップとして使用されます。インター

フェイス ネットワークのネットワークが指定されていない場合、どの RIP 更新でもアドバタイズされ

ません。

RIP Version 2 と認証のイネーブル化

RIP Version 2 のシスコの実装では、認証、キー管理、ルート集約、CIDR、および VLSM をサポート

しています。認証キーの管理の詳細については、「Configuring IP Routing Protocol-Independent 
Features」モジュールの「Managing Authentication Keys」の項を参照してください。

デフォルトで、ソフトウェアは RIP Version 1 および Version 2 パケットを受信しますが、送信するの

は Version 1 パケットのみです。Version 1 パケットのみを送受信するようにソフトウェアを設定できま

す。または、Version 2 パケットのみを送受信するようにソフトウェアを設定できます。デフォルトの

動作を上書きするには、インターフェイスから送信する RIP バージョンを設定します。同様に、イン

ターフェイスから受信したパケットを処理する方法も制御できます。

RIP Version 1 は認証をサポートしていません。RIP Version 2 パケットを送受信している場合、イン

ターフェイスで RIP 認証をイネーブルにできます。

キー チェーンによって、そのインターフェイスで使用できるキー セットが決まります。キー チェーン

が設定されていない場合、デフォルトの認証を含め、認証はそのインターフェイスで実行されません。

そのため、「Configuring IP Routing Protocol-Independent Features」モジュールの「Managing 
Authentication Keys」のタスクも実行する必要があります。

RIP 認証がイネーブルにされているインターフェイスでは、2 モードの認証がサポートされます。プ

レーン テキスト認証とMD5 認証です。各 RIP Version 2 パケットのデフォルト認証は、プレーン テキ

スト認証です。
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（注） セキュリティ上の目的から、RIP パケットにはプレーン テキスト認証を使用しないでください。プ

レーン テキスト認証では、各 RIP Version 2 パケットで暗号化されていない認証キーが送信されます。

プレーン テキスト認証を使用するのは、セキュリティが問題にならない場合です。たとえば、誤って

設定したホストがルーティングに参加しないようにする場合などです。

ルーティング情報の交換

通常、RIP はブロードキャスト プロトコルです。そのため、RIP ルーティング アップデートが非ブ

ロードキャスト ネットワークに到達するには、このルーティング情報の交換を許可するように Cisco 
IOS XE ソフトウェアを設定する必要があります。

ルーティング アップデートを交換するインターフェイス セットを制御するには、passive-interface 
ルータ コンフィギュレーション コマンドを設定して、指定したインターフェイスでルーティング アッ

プデートの送信をディセーブルにします。フィルタの詳細については、「Configuring IP Routing 
Protocol-Independent Features」モジュールの「Filter Routing Information」の項を参照してください。

オフセット リストは、RIP を介して学習されるルートに対する着信および送信のメトリックを増やす

ためのメカニズムです。オプションとして、アクセス リスト、またはインターフェイスのいずれかを

使用して、オフセット リストを制限することができます。ルーティング メトリックの値を増やすには、

ルータ コンフィギュレーション モードで次のコマンドを使用します。

ルーティング プロトコルでは、ルーティング アップデートの頻度、ルートが無効になるまでの時間、

および他のパラメータなどの変数を決めるいくつかのタイマーを使用します。このタイマーを調整し

て、固有のインターネットワークのニーズに合わせてルーティング プロトコルのパフォーマンスを変

更できます。次のようにタイマーを調整できます。

• ルーティング アップデートを更新する頻度（更新の秒単位の間隔）

• ルートが無効と宣言された後の間隔（秒単位）

• より短いパスに関するルーティング情報が抑制されている間隔（秒単位）

• ルーティング テーブルからルートが削除する前に経過する必要がある時間（秒単位）

• ルーティング アップデートが延期される合計時間

また、ソフトウェアの IP ルーティングのサポートを調整して、多様な IP ルーティング アルゴリズム

のコンバージェンスを高速化できます。結果として、冗長ルータへのフォールバックが迅速になりま

す。総体的な効果として、迅速なリカバリが重要な状況で、ネットワークのエンドユーザの作業が中断

する問題が最小限に抑えられます。

さらに、アドレス ファミリ（または VRF）にのみ適用される固有のタイマーを指定することもできま

す。1 つのアドレス ファミリに対して timers basic コマンドを指定する必要があります。そうしない

と、RIP ルーティングの設定内容に関係なく、timers basic コマンドのシステム デフォルトが使用され

ます。VRF は基本の RIP 設定のタイマー値を継承しません。timers basic コマンドを使用して明示的に

変更していない場合、VRF は常にシステム デフォルト タイマーを使用します。

アドレス ファミリ（VRF）のタイマーを調整する例については、この章の末尾にある「アドレス ファ

ミリ タイマーの設定：例」の項を参照してください。
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RIP のルート集約

RIP Version 2 のルートを集約すると、大規模なネットワークのスケーラビリティと効率が改善されま

す。IP アドレスの集約とは、RIP ルーティング テーブルに子ルート（サマリー アドレスに含まれる

個々の IP アドレスの任意の組み合わせに対して作成されるルート）のエントリがないことを意味しま

す。そのため、テーブルのサイズが削減され、ルータが処理できるルート数が増えます。

サマリー IP アドレスは、次の理由から、個々にアドバタイズされた複数の IP ルートよりも効率的に機

能します。

• RIP データベースの集約されたルートが最初に処理されます。

• RIP がルーティング データベースを調べるときに、集約されたルートに含まれる任意の関連付け

られた子ルートはスキップされるため、必要な処理時間が短縮されます。

Cisco ルータは次の 2 つの方法でルートを集約できます。

• 自動。クラスフル ネットワーク境界を越えるときに、サブプレフィクスをクラスフル ネットワー

ク境界に自動的に集約する方法（自動集約）。

（注） デフォルトでは、自動集約がイネーブルになっています。

• アドレス プールをダイヤルアップ クライアントに提供できるように、設定に従って、（ネットワー

ク アクセス サーバ上の）指定したインターフェイスで、集約したローカル IP アドレス プールをア

ドバタイズする方法。

RIP が RIP データベースのサマリー アドレスが必要だと判断した場合、サマリー エントリは RIP ルー

ティング データベースに作成されます。サマリー アドレスに子アドレスがある限り、そのアドレスは

ルーティング データベースに残ります。最後の子ルートが削除されると、サマリー エントリもデータ

ベースから削除されます。このデータベース エントリの処理方法によって、各子ルートがエントリに

列挙されないため、データベースのエントリ数は減ります。また、集約エントリ自体は、有効な子ルー

トがなくなったときに削除されます。

RIP Version 2 のルート集約では、集約エントリの「最適なルート」の最小のメトリック、または現在

の子ルートすべてのうち最小のメトリックをアドバタイズする必要があります。集約されたサマリー 
ルートの最適なメトリックは、ルートが初期化されたとき、またはアドバタイズ時に特定のルートでメ

トリックの変更があった場合に計算されます。集約されたルートがアドバタイズされたときではありま

せん。

ip summary-address rip router コンフィギュレーション コマンドを使用すると、RIP Version 2 経由

で認識された特定のルート セット、または RIP Version 2 に再配布されたルート セットが集約されま

す。ホスト ルートは、特に集約に適用できます。

スプリット ホライズンを使用する例については、この章の末尾にある「ルート集約の設定：例」の項

を参照してください。

インターフェイスで集約するルートを確認するには、show ip protocols EXEC コマンドを使用します。

RIP データベースでサマリー アドレス エントリを確認できます。このエントリがデータベースに出現

するのは、関連する子ルートが集約されている場合のみです。サマリー アドレスに基づいて集約され

ている関連ルートがある場合に、RIP ルーティング データベース エントリのサマリー アドレス エント

リを表示するには、EXEC モードで show ip rip database コマンドを使用します。サマリー アドレス

の最後の子ルートが無効になると、そのサマリー アドレスもルーティング テーブルから削除されます。
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スプリット ホライズン メカニズム

通常、ブロードキャスト型の IP ネットワークに接続し、ディスタンスベクトル ルーティング プロトコ

ルを使用しているルータは、スプリット ホライズン メカニズムを使用して、ルーティングがループす

る可能性を軽減しています。スプリット ホライズンでは、情報が発生したインターフェイス外部の

ルータによって、ルートに関する情報がアドバタイズされることが防止されます。通常、この動作は、

複数のルータ間の（特にリンクが破損した場合の）通信を最適化します。ただし、非ブロードキャスト 
ネットワーク（フレーム リレーや Switched Multimegabit Digital System（SMDS）など）では、この

動作が適さない状況が発生することがあります。このような状況の場合、RIP でスプリット ホライズ

ンを無効にできます。

セカンダリ IP アドレスを使用してインターフェイスを設定し、スプリット ホライズンがイネーブルの

場合、そのセカンダリ アドレスから更新を送信できないことがあります。スプリット ホライズンを無

効にしない場合、1 つのルーティング アップデートは、1 つのネットワーク番号ごとに送信されます。

RIP アップデートのパケット間遅延

デフォルトでは、複数パケットの RIP アップデートが送信される場合、パケット間に遅延は追加され

ません。ハイエンド ルータから低速のルータに送信する場合、このようなパケット間遅延を RIP アッ

プデートに追加できます（範囲は 8 ～ 50 ミリ秒）。

WAN 回路上の RIP の最適化

ルータは、多数の宛先に接続する可能性があるコネクション型ネットワークで使用されます。WAN 上
の回路はオンデマンドで確立され、トラフィックが低下したときに放棄されます。アプリケーションに

よっては、ユーザ データに関する任意の 2 サイト間の接続が短く、比較的まれな場合があります。

送信元 IP アドレス

デフォルトで、着信 RIP ルーティング アップデートの送信元 IP アドレスは確認されます。その送信元

アドレスが無効な場合、ルーティング アップデートは廃棄されます。「ネットワーク外」のルータがあ

り、その更新を受信する場合、この機能をディセーブルにできます。ただし、通常の状況では、この機

能をディセーブルにしないことをお勧めします。

ネイバー ルータ認証

ネイバー ルータ認証を設定すると、ルータが不正なルート更新情報を受け取るのを防ぐことができま

す。設定すると、ネイバー ルータ間でルーティング アップデートが交換されるたびに、ネイバー認証

が発生します。この認証により、信頼できるソースから信頼できるルーティング情報をルータが受け取

ることができるようになります。

ネイバー認証を使用しない場合は、不正または悪意があるルーティング更新情報によってネットワーク 
トラフィックのセキュリティが侵害されることがあります。セキュリティの侵害は、誰かがネットワー

ク トラフィックを迂回または分析する場合に発生することがあります。たとえば、許可されていない

ルータは偽のルーティング更新情報を送信して他のルータを騙し、そのルータにトラフィックを正しく

ない送信先に送信させることができます。迂回されたトラフィックを分析して、組織に関する機密情報

を得たり、単にそのトラフィックを使用して組織のネットワークの通信能力を破壊したりできます。ネ

イバー認証によって、このような不正なルーティング アップデートの受信を回避できます。
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ネイバー認証をルータで設定すると、ルータは受信する各ルーティング アップデート パケットの送信

元を認証します。この処理は、送信側と受信側のルータの両方が知っている認証キー（パスワードと呼

ばれることもあります）の交換で達成されます。

使用されるネイバー認証には、プレーン テキスト認証と Message Digest Algorithm Version 5（MD5）
の 2 種類があります。いずれの形式も同様の機能ですが、MD5 は認証キーではなくメッセージ ダイ

ジェスト（「ハッシュ」とも呼ばれます）を送信するという例外があります。メッセージ ダイジェスト

はキーとメッセージを使用して作成されますが、キー自体は送信されないため、送信中のキーの読み取

りを回避できます。プレーン テキスト認証はネットワークで認証キーを送信します。

（注） セキュリティ戦略の一部として使用する場合、プレーン テキスト認証は推奨されません。プレーン テ
キスト認証の主な用途は、ルーティング インフラストラクチャを誤って変更する処理を回避する場合

です。一方、MD5 認証は、推奨されるセキュリティ方法です。

プレーン テキスト認証では、参加している各ネイバー ルータが認証キーを共有する必要があります。

このキーは、設定中に各ルータで指定されます。一部のプロトコルでは、複数のキーを指定できます。

そのため、各キーはキー番号で識別する必要があります。

一般的に、ルーティング アップデートが送信されると、次の認証シーケンスが発生します。

1. ルータは、キーおよび対応するキー番号とともにルーティング更新情報をネイバー ルータに送信

します。1 つのキーしか使用できないプロトコルでは、キー番号は常にゼロになります。

受信側（ネイバー）ルータは、そのルータのメモリに格納された同じキーと受け取ったキーを照合

します。

2. 2 つのキーが一致すると、受信側ルータはルーティング更新パケットを受け取ります。2 つのキー

が一致しない場合、ルーティング アップデート パケットは拒否されます。

ネイバー ルータ認証のもう 1 つの形式は、キー チェーンを使用してキー管理を設定する方法です。

キー チェーンを設定する場合は、一連のキーにライフタイムを指定します。Cisco IOS XE ソフトウェ

アはこれらの各キーを順番に使用します。この処理で、キーが危険にさらされる可能性が軽減されま

す。キー チェーンの設定情報の詳細については、『Cisco IOS XE IP Routing: Protocol-Independent 
Configuration Guide』の「Configuring IP Routing Protocol-Independent Features」モジュールにある

「Managing Authentication Keys」の項を参照してください。

IP-RIP Delay Start

IP-RIP Delay Start 機能は、ネイバー ルータ間のネットワーク接続が完全に機能するまで、RIPv2 ネイ

バー セッションの開始を遅延させるために Cisco ルータで使用されます。その結果、ルータがシスコ

製以外のネイバー ルータに送信する最初の MD5 パケットのシーケンス番号は常に 0 です。MD5 認証

を使用してネイバー ルータとの RIPv2 ネイバー セッションを確立するように設定されたルータのデ

フォルト動作では、物理インターフェイスの起動時に、MD5 パケットの送信を開始します。
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RIP の設定方法
ここでは、次の作業について説明します。

• 「RIP のイネーブル化と RIP パラメータの設定」（P.8）（必須）

• 「RIP バージョンの指定と認証のイネーブル化」（P.10）（任意）

• 「RIP ルートの集約」（P.11）（任意）

• 「スプリット ホライズンのイネーブル化とディセーブル化」（P.13）（任意）

• 「送信元 IP アドレスの確認のディセーブル化」（P.14）（任意）

• 「パケット間遅延の設定」（P.15）（任意）

• 「WAN 上の RIP の最適化」（P.16）（任意）

• 「フレーム リレー ネットワークから接続されるルータの IP-RIP Delay Start の設定」（P.18）（必須）

RIP のイネーブル化と RIP パラメータの設定

この作業を実行して、RIP をイネーブルにし、RIP パラメータを設定します。

オフセット リスト

オフセット リストは、RIP を介して学習されるルートに対する着信および送信のメトリックを増やす

ためのメカニズムです。ルーティング メトリックの値を増やすローカル メカニズムを提供するために

実行されます。オプションとして、アクセス リスト、またはインターフェイスのいずれかを使用して、

オフセット リストを制限することができます。

タイマー

ルーティング プロトコルでは、ルーティング アップデートの頻度、ルートが無効になるまでの時間、

および他のパラメータなどの変数を決めるいくつかのタイマーを使用します。このタイマーを調整し

て、固有のインターネットワークのニーズに合わせてルーティング プロトコルのパフォーマンスを変

更できます。次のようにタイマーを調整できます。

• ルーティング アップデートを更新する頻度（更新の秒単位の間隔）

• ルートが無効と宣言された後の間隔（秒単位）

• より短いパスに関するルーティング情報が抑制されている間隔（秒単位）

• ルーティング テーブルからルートが削除する前に経過する必要がある時間（秒単位）

• ルーティング アップデートが延期される合計時間 

また、ソフトウェアの IP ルーティングのサポートを調整して、多様な IP ルーティング アルゴリズム

のコンバージェンスを高速化できます。結果として、冗長ルータへのフォールバックが迅速になりま

す。総体的な効果として、迅速なリカバリが重要な状況で、ネットワークのエンドユーザの作業が中断

する問題が最小限に抑えられます。

手順の概要

1. enable

2. configure terminal
8
IP ルーティング：RIP コンフィギュレーション ガイド



Routing Information Protocol の設定

  RIP の設定方法
3. router rip

4. network ip-address

5. neighbor ip-address

6. offset-list [access-list-number | access-list-name] {in | out} offset [interface-type interface-number]

7. timers basic update invalid holddown flush [sleeptime]

8. end

手順の詳細

コマンドまたはアクション 目的

ステップ 1 enable

例：
Router> enable

特権 EXEC モードをイネーブルにします。

• 必要に応じてパスワードを入力します。

ステップ 2 configure terminal

例：
Router# configure terminal

グローバル コンフィギュレーション モードを開始します。

ステップ 3 router rip

例：
Router(config)# router rip

RIP ルーティング プロセスをイネーブルにして、ルータ コ
ンフィギュレーション モードを開始します。

ステップ 4 network ip-address

例：
Router(config-router)# network 10.1.1.0

ネットワークを RIP ルーティング プロセスと関連付けま

す。

ステップ 5 neighbor ip-address

例：
Router(config-router)# neighbor 1.1.1.2

ルーティング情報を交換するネイバー ルータを定義しま

す。

ステップ 6 offset-list [access-list-number | 
access-list-name] {in | out} offset 
[interface-type interface-number]

例：
Router(config-router)# offset-list 98 in 1 
Ethernet 1/0

（任意）ルーティング メトリックにオフセットを適用しま

す。

ステップ 7 timers basic update invalid holddown flush 
[sleeptime]

例：
Router(config-router)# timers basic 1 2 3 4

（任意）ルーティング プロトコル タイマーを調整します。

ステップ 8 end

例：
Router(config-router)# end

ルータ コンフィギュレーション モードを終了して、特権 
EXEC モードに戻ります。
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RIP バージョンの指定と認証のイネーブル化

この作業を実行して、RIP バージョンを指定し、認証をイネーブルにします。

手順の概要

1. enable

2. configure terminal

3. router rip

4. version {1 | 2} 

5. exit

6. interface type number

7. ip rip send version [1] [2]

8. ip rip receive version [1] [2]

9. ip rip authentication key-chain name-of-chain

10. ip rip authentication mode {text | md5}

11. end

手順の詳細

コマンドまたはアクション 目的

ステップ 1 enable

例：
Router> enable

特権 EXEC モードをイネーブルにします。

• 必要に応じてパスワードを入力します。

ステップ 2 configure terminal

例：
Router# configure terminal

グローバル コンフィギュレーション モードを開始します。

ステップ 3 router rip

例：
Router(config)# router rip

ルータ コンフィギュレーション モードを開始します。

ステップ 4 version {1 | 2}

例：
Router(config-router)# version 1

RIP Version 1 パケットのみを送信するようにインターフェ

イスを設定します。

ステップ 5 exit

例：
Router(config-router)# exit

ルータ コンフィギュレーション モードを終了して、グ

ローバル コンフィギュレーション モードを開始します。
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RIP ルートの集約

RIP Version 2 は、デフォルトで自動ルート集約をサポートしています。クラスフル ネットワーク境界

を越えるとき、サブプレフィクスはクラスフル ネットワーク境界に集約されます。

サブネットの接続を解除した場合、自動ルート集約をディセーブルにして、そのサブネットをアドバタ

イズします。ルート集約がディセーブルになると、クラスフル ネットワーク境界間でサブネットとホ

スト ルーティング情報が送信されます。自動集約をディセーブルにするには、ルータ コンフィギュ

レーション モードで no auto-summary コマンドを使用します。

制約事項

スーパーネット アドバタイズメント（クラスフル メジャー ネットワーク未満の任意のネットワーク プ
レフィクスのアドバタイズ）は、ルーティング テーブルで認識されたスーパーネットのアドバタイズ

以外、RIP ルート集約では許可されていません。設定に従って任意のインターフェイスで認識される

スーパーネットは、この場合も認識されます。

たとえば、次のスーパーネット集約は無効です。

Router(config)# interface gigabitEthernet 0/0/0
Router(config-if)# ip summary-address rip 10.0.0.0 252.0.0.0 

ステップ 6 interface type number

例：
Router(config)# interface gigabitEthernet 0/0/0

インターフェイス コンフィギュレーション モードを開始

します。

ステップ 7 ip rip send version [1] [2]

例：
Router(config-if)# ip rip send version 1

RIP Version 1 パケットのみを送信するようにインターフェ

イスを設定します。

ステップ 8 ip rip receive version [1] [2]

例：
Router(config-if)# ip rip receive version 1

RIP Version 1 パケットのみを受け入れるようにインター

フェイスを設定します。

ステップ 9 ip rip authentication key-chain name-of-chain

例：
Router(config-if)# ip rip authentication 
key-chain chainname

RIP 認証をイネーブルにします。

ステップ 10 ip rip authentication mode {text | md5}

例：
Router(config-if)# ip rip authentication mode 
md5

MD5 ダイジェスト認証を使用するようにインターフェイ

スを設定します（設定しないと、デフォルトでプレーン テ
キスト認証が使用されます）。

ステップ 11 end

例：
Router(config-if)# end

インターフェイス コンフィギュレーション モードを終了

し、特権 EXEC モードに戻ります。

コマンドまたはアクション 目的
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.

.

.

サブネット マスクが固有でも、インターフェイス上の各ルート集約には固有のメジャー ネットワーク

が必要です。たとえば、次の設定は許可されていません。

Router(config)# interface gigabitEthernet 0/0/0 
Router(config)# ip summary-address rip 10.1.0.0 255.255.0.0 
Router(config)# ip summary-address rip 10.2.2.0 255.255.255.0 
.
.
.

手順の概要

1. enable

2. configure terminal

3. interface type number

4. ip summary-address rip ip-address network-mask

5. exit

6. rip router

7. no auto-summary

8. end

手順の詳細

コマンドまたはアクション 目的

ステップ 1 enable

例：
Router> enable

特権 EXEC モードをイネーブルにします。

• 必要に応じてパスワードを入力します。

ステップ 2 configure terminal

例：
Router# configure terminal

グローバル コンフィギュレーション モードを開始します。

ステップ 3 interface type number

例：
Router(config)# interface gigabitEthernet 0/0/0

インターフェイス コンフィギュレーション モードを開始

します。

ステップ 4 ip summary-address rip ip-address network-mask

例：
Router(config-if)# ip summary-address rip 
10.2.0.0 255.255.0.0

集約するルートを識別する IP アドレスとネットワーク マ
スクを指定します。

ステップ 5 exit

例：
Router(config-if)# exit

インターフェイス コンフィギュレーション モードを終了

します。
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スプリット ホライズンのイネーブル化とディセーブル化

この作業を実行して、スプリット ホライズンをイネーブルまたはディセーブルにします。

手順の概要

1. enable

2. configure terminal

3. interface type number

4. ip split-horizon
または
no ip split-horizon

5. end

手順の詳細

ステップ 6 router rip

例：
Router(config)# router rip

ルータ コンフィギュレーション モードを開始します。

ステップ 7 no auto-summary

例：
Router(config-router)# no auto-summary

ルータ コンフィギュレーション モードで、自動集約を

ディセーブルにします。

ステップ 8 end

例：
Router(config-router)# end

ルータ コンフィギュレーション モードを終了して、特権 
EXEC モードに戻ります。

コマンドまたはアクション 目的

コマンドまたはアクション 目的

ステップ 1 enable

例：
Router> enable

特権 EXEC モードをイネーブルにします。

• 必要に応じてパスワードを入力します。

ステップ 2 configure terminal

例：
Router# configure terminal

グローバル コンフィギュレーション モードを開始します。

ステップ 3 interface type number

例：
Router(config)# interface serial 0/0/0

インターフェイス コンフィギュレーション モードを開始

します。
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送信元 IP アドレスの確認のディセーブル化

この作業を実行して、着信ルーティング アップデートの送信元 IP アドレスを確認するデフォルト機能

をディセーブルにします。

制約事項

フレーム リレーと SMDS のカプセル化の場合、スプリット ホライズンはデフォルトでディセーブルで

す。任意の X.25 カプセル化を使用するインターフェイスの場合、デフォルトでスプリット ホライズン

はディセーブルではありません。その他のカプセル化の場合、デフォルトでスプリット ホライズンは

イネーブルです。

（注） 一般的に、ルートを適切にアドバタイズするには変更が必要だと確信がない限り、デフォルトの状態を

変更することは推奨されません。シリアル インターフェイスでスプリット ホライズンがディセーブル

で、そのインターフェイスがパケット通信網に接続されている場合、そのネットワークの関連マルチ

キャスト グループ内にあるすべてのルータに対してスプリット ホライズンをディセーブルにする必要

があることに注意してください。

（注） スプリット ホライズンがイネーブルの場合、集約されたネットワークはアドバタイズされません。

手順の概要

1. enable

2. configure terminal

3. interface type number

4. ip split-horizon

5. exit

6. router rip

7. no validate-update-source

8. end

ステップ 4 ip split-horizon

または

no ip split-horizon

例：
Router(config-if)# ip split-horizon

スプリット ホライズンをイネーブルまたはディセーブルに

します。

ステップ 5 end

例：
Router(config-if)# end

インターフェイス コンフィギュレーション モードを終了

し、特権 EXEC モードに戻ります。

コマンドまたはアクション 目的
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手順の詳細

パケット間遅延の設定

この作業を実行して、パケット間遅延を設定します。

手順の概要

1. enable

2. configure terminal

3. interface type number

コマンドまたはアクション 目的

ステップ 1 enable

例：
Router> enable

特権 EXEC モードをイネーブルにします。

• 必要に応じてパスワードを入力します。

ステップ 2 configure terminal

例：
Router# configure terminal

グローバル コンフィギュレーション モードを開始します。

ステップ 3 interface type number

例：
Router(config)# interface serial 0/0/0

インターフェイス コンフィギュレーション モードを開始

します。

ステップ 4 ip split-horizon

例：
Router(config-if)# ip split-horizon

スプリット ホライズンをイネーブルにします。

ステップ 5 exit

例：
Router(config-if)# exit

インターフェイス コンフィギュレーション モードを終了

します。

ステップ 6 router rip

例：
Router(config)# router rip

ルータ コンフィギュレーション モードを開始します。

ステップ 7 no validate-update-source

例：
Router(config-router)# no validate-update-source

着信 RIP ルーティング アップデートの送信元 IP アドレス

の確認をディセーブルにします。

ステップ 8 end

例：
Router(config-router)# end

ルータ コンフィギュレーション モードを終了して、特権 
EXEC モードに戻ります。
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4. exit

5. router rip

6. output-delay milliseconds 

7. end

手順の詳細

WAN 上の RIP の最適化

RIP が最適化されていない場合、2 つの問題があります。

• 一般的に、RIP による定期的なブロードキャストによって、WAN 回路が閉じられなくなります。

• 固定のポイント間リンクでも、30 秒ごとに回線で渡される情報量なので、定期的な RIP 転送の

オーバーヘッドによって通常のデータ転送が重度に妨害される可能性があります。

コマンドまたはアクション 目的

ステップ 1 enable

例：
Router> enable

特権 EXEC モードをイネーブルにします。

• 必要に応じてパスワードを入力します。

ステップ 2 configure terminal

例：
Router# configure terminal

グローバル コンフィギュレーション モードを開始します。

ステップ 3 interface type number

例：
Router(config)# interface gigabitEthernet 0/0/0

インターフェイス コンフィギュレーション モードを開始

します。

ステップ 4 exit

例：
Router(config-if)# exit

インターフェイス コンフィギュレーション モードを終了

します。

ステップ 5 router rip

例：
Router(config-if)# router rip

ルータ コンフィギュレーション モードを開始します。

ステップ 6 output-delay milliseconds 

例：
Router(config-router)# output-delay 8 

発信 RIP アップデートのパケット間遅延を設定します。

ステップ 7 end

例：
Router(config-router)# end

ルータ コンフィギュレーション モードを終了して、特権 
EXEC モードに戻ります。
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このような制約事項に対処するには、RIP のトリガー拡張機能によって、ルーティング データベース

に更新があった場合にのみ、WAN 上で情報を送信するようにします。この機能をイネーブルにしたイ

ンターフェイスでは、定期的な更新パケットは抑制されます。ポイント間のシリアル インターフェイ

スでは、RIP ルーティング トラフィックが減ります。そのため、使用に関して課金されるオンデマン

ド回路ではコストを節約できます。RIP のトリガー拡張機能は、RFC 2091『Triggered Extensions to 
RIP to Support Demand Circuits』の一部をサポートしています。

この作業を実行して、RIP のトリガー拡張機能をイネーブルにし、RIP プライベート データベースの

内容を表示します。

手順の概要

1. enable

2. configure terminal

3. interface type controller-number

4. ip rip triggered 

5. end

6. show ip rip database [prefix mask]

手順の詳細

コマンドまたはアクション 目的

ステップ 1 enable

例：
Router> enable

特権 EXEC モードをイネーブルにします。

• 必要に応じてパスワードを入力します。

ステップ 2 configure terminal

例：
Router# configure terminal

グローバル コンフィギュレーション モードを開始します。

ステップ 3 interface pos controller-number

例：
Router(config)# interface serial 2/0/0

シリアル インターフェイスを設定します。

ステップ 4 ip rip triggered

例：
Router(config-if)# ip rip triggered

RIP のトリガー拡張機能をイネーブルにします。

ステップ 5 end

例：
Router(config-if)# end

特権 EXEC モードに戻ります。

ステップ 6 show ip rip database [prefix mask]

例：
Router# show ip rip database

RIP プライベート データベースの内容を表示します。
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フレーム リレー ネットワークから接続されるルータの IP-RIP Delay Start 
の設定

この項の作業では、フレーム リレー インターフェイスで IP-RIP Delay Start 機能を使用するように

ルータを設定する方法について説明します。

• 「RIPv2 の設定」（P.18）（必須）

• 「シリアル サブインターフェイスでのフレーム リレーの設定」（P.20）（必須）

• 「フレーム リレー サブインターフェイスでの IP、RIPv2 用 MD5 認証、および IP-RIP Delay Start 
機能の設定」（P.21）（必須）

多くの場合、IP-RIP Delay Start 機能は、MD5 認証を使用してフレーム リレー ネットワーク上でシス

コ製以外のデバイスと RIPv2 ネイバー関係を確立するように Cisco ルータが設定されている場合に使

用されます。フレーム リレー上で RIPv2 ネイバーに接続したとき、基礎となるフレーム リレー回路で

データを送受信する準備が整っていない場合でも、フレーム リレー ネットワークに接続されているシ

リアル インターフェイスが実行されている可能性があります。シリアル インターフェイスが実行中で、

フレーム リレー回路がまだ機能していない場合、シリアル インターフェイスでルータが送信しようと

した MD5 パケットはドロップされます。パケットの送信に必要なフレーム リレー回路がまだ機能して

いないために、MD5 パケットがドロップされると、フレーム リレー回路がアクティブになった後にネ

イバー ルータが受信する最初の MD5 パケットのシーケンス番号は、0 よりも大きくなります。一部の

非シスコ製ルータでは、他のルータから受信する最初の MD5 パケットのシーケンス番号が 0 を超える

場合、MD5 で認証された RIPv2 ネイバー セッションの開始を許可しません。

RIPv2 に関する MD5 認証の実装方法がベンダーによって異なるのは、おそらくパケット損失に関連す

る RFC（RFC 2082）があいまいなためです。RFC 2082 では、0 のシーケンス番号、または最後に受

信したシーケンス番号よりも大きいシーケンス番号を受け入れる準備をする必要があると提案していま

す。RIPv2 の MD5 メッセージ受信の詳細については、http://www.ietf.org/rfc/rfc2082.txt の RFC 2082 
の 3.2.2 を参照してください。

（注） IP-RIP Delay Start 機能は、ファスト イーサネットやギガビット イーサネットなで、他のインターフェ

イス タイプでサポートされます。

（注） IP-RIP Delay Start 機能が必要なのは、シスコ製以外のデバイスとの RIPv2 ネイバー関係を確立するよ

うに Cisco ルータが設定され、MD5 ネイバー認証を使用する場合のみです。

ワンポイント アドバイス Cisco ルータでは、他のルータから受信する最初の MD5 パケットのシーケンス番号が 0 を超える場合、

MD5 で認証された RIPv2 ネイバー セッションの開始を許可します。ネットワーク内で Cisco ルータの

みを使用する場合、IP-RIP Delay Start 機能を使用する必要はありません。

前提条件 

ルータは Cisco IOS XE Release 2.6 を実行する必要があります。

RIPv2 の設定

この必須の作業を実行して、ルータで RIPv2 を設定します。
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（注） この作業手順は、お使いのルータで RIPv2 を設定する際に利用できる多くの手順の一例です。

手順の概要

1. enable

2. configure terminal

3. router rip

4. network ip-network

5. version {1 | 2}

6. [no] auto-summary

手順の詳細

コマンドまたはアクション 目的

ステップ 1 enable

例：
Router> enable

特権 EXEC モードをイネーブルにします。

• 必要に応じてパスワードを入力します。

ステップ 2 configure terminal

例：
Router# configure terminal

グローバル コンフィギュレーション モードを開始します。

ステップ 3 router rip

例：
Router(config)# router rip

RIP ルーティング プロセスをイネーブルにして、ルータ コ
ンフィギュレーション モードを開始します。

ステップ 4 network ip-network 

例：
Router(config-router)# network 192.168.0.0

ネットワークを RIP ルーティング プロセスと関連付けま

す。

ステップ 5 version {1 | 2}

例：
Router(config-router)# version 2

RIP Version 1 パケットのみまたは RIP Version 2 パケット

のみを送受信するように、ソフトウェアを設定します。

ステップ 6 [no] auto-summary

例：
Router(config-router)# no auto-summary

サブネット ルートをネットワーク レベル ルートに自動集

約するデフォルトの動作をディセーブルまたは復元しま

す。
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シリアル サブインターフェイスでのフレーム リレーの設定

この必須の作業を実行して、フレーム リレーのシリアル サブインターフェイスを設定します。

（注） この作業手順は、サブインターフェイスでフレーム リレーを設定する際に利用できる多くの手順の一

例です。フレーム リレーの設定の詳細と手順については、『Cisco IOS XE Wide-Area Networking 
Configuration Guide』の「Configuring Frame Relay」を参照してください。

手順の概要

1. enable

2. configure terminal

3. interface type number

4. no ip address

5. encapsulation frame-relay [mfr number | ietf]

6. frame-relay lmi-type {cisco | ansi | q933a}

7. exit

8. interface type slot/subslot/port {point-to-point | multipoint}

9. frame-relay interface-dlci dlci [ietf | cisco]

手順の詳細

コマンドまたはアクション 目的

ステップ 1 enable

例：
Router> enable

特権 EXEC モードをイネーブルにします。

• 必要に応じてパスワードを入力します。

ステップ 2 configure terminal

例：
Router# configure terminal

グローバル コンフィギュレーション モードを開始します。

ステップ 3 interface type slot/sublslot/port

例：
Router (config)# interface serial 2/0/0

インターフェイスを指定し、インターフェイス コンフィ

ギュレーション モードを開始します。

ステップ 4 no ip address

例：
Router (config-if)# no ip address

以前に設定した IP アドレスをインターフェイスから削除

します。

ステップ 5 encapsulation frame-relay [mfr number | ietf]

例：
Router(config-if)# encapsulation frame-relay 
ietf 

インターフェイスのフレーム リレー カプセル化のタイプ

を指定します。
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フレーム リレー サブインターフェイスでの IP、RIPv2 用 MD5 認証、および IP-RIP Delay 
Start 機能の設定

この必須の作業を実行して、フレーム リレー サブインターフェイスで IP、RIPv2 用 MD5 認証、およ

び IP-RIP Delay Start 機能を設定します。

手順の概要

1. enable

2. configure terminal

3. key chain name-of-chain

4. key number

5. key-string string

6. exit

7. exit

8. interface type slot/subslot/port

9. no cdp enable

10. ip address ip-address subnet-mask

11. ip rip authentication mode {text | md5}

12. ip rip authentication key-chain name-of-chain

13. ip rip initial-delay delay

14. end

ステップ 6 frame-relay lmi-type {cisco | ansi | q933a}

例：
Router(config-if)# frame-relay lmi-type ansi

そのインターフェイスのフレーム リレー Local 
Management Interface（LMI; ローカル管理インターフェ

イス）のタイプを指定します。

ステップ 7 exit

例：
Router(config-if)# exit

インターフェイス コンフィギュレーション モードを終了

します。

ステップ 8 interface type slot/subslot/port 
{point-to-point | multipoint}

例：
Router(config)# interface serial 2/0/0 
point-to-point

サブインターフェイスとサブインターフェイスの接続タイ

プを指定し、サブインターフェイス コンフィギュレーショ

ン モードを開始します。

ステップ 9 frame-relay interface-dlci dlci [ietf | cisco]

例：
Router(config-subif)# frame-relay 
interface-dlci 100 ietf

Data-Link Connection Identifier（DLCI; データリンク接続 
ID）をフレーム リレー サブインターフェイスに割り当て

ます。

コマンドまたはアクション 目的
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手順の詳細

コマンドまたはアクション 目的

ステップ 1 enable

例：
Router> enable

特権 EXEC モードをイネーブルにします。

• 必要に応じてパスワードを入力します。

ステップ 2 configure terminal

例：
Router# configure terminal

グローバル コンフィギュレーション モードを開始します。

ステップ 3 key chain name-of-chain

例：
Router(config)# key chain rip-md5

キー チェーンの名前を指定し、キー チェーン コンフィ

ギュレーション モードを開始します。

ステップ 4 key number

例：
Router(config-keychain)# key 123456

キー ID を指定し、キー チェーン キー コンフィギュレー

ション モードを開始します。範囲は 0 ～ 2147483647 で
す。

ステップ 5 key-string string

例：
Router(config-keychain-key)# key-string abcde

キー ストリングを設定します。

ステップ 6 exit

例：
Router(config-keychain-key)# exit

キー チェーン キー コンフィギュレーション モードを終了

します。

ステップ 7 exit

例：
Router(config-keychain)# exit

キー チェーン コンフィギュレーション モードを終了しま

す。

ステップ 8 interface type slot/subslot/port

例：
Router(config)# interface serial 2/0/0

インターフェイスを指定し、サブインターフェイス コン

フィギュレーション モードを開始します。

ステップ 9 no cdp enable

例：
Router(config-subif)# no cdp enable

インターフェイスで Cisco Discovery Protocol（CDP）オ

プションをディセーブルにします。

（注） シスコ製以外のデバイスでは CDP はサポートされ

ません。また、IP-RIP Delay Start 機能が必要なの

は、シスコ製以外のルータに接続する場合のみで

す。そのため、IP-RIP Delay Start 機能を設定する

インターフェイスでは、CDP をディセーブルにす

る必要があります。
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RIP の設定例
ここでは、次の設定例について説明します。

• 「ルート集約の設定：例」（P.23）

• 「スプリット ホライズンの設定：例」（P.24）

• 「アドレス ファミリ タイマーの設定：例」（P.26）

• 「フレーム リレー インターフェイスでの IP-RIP Delay Start の設定：例」（P.26）

ルート集約の設定：例

ここでは、ルート集約の正しい設定例と誤った設定例を紹介します。

例 1：正しい設定

次に、グローバル コンフィギュレーション モードで、ip summary-address rip ルータ コンフィギュ

レーション コマンドが RIP の自動サマリー アドレス指定と連動する例を示します。この例で、メ

ジャー ネットワークは 10.0.0.0 です。サマリー アドレス 10.2.0.0 は 10.0.0.0 という自動サマリー アド

レスよりも優先されるため、イーサネット インターフェイス 1 では 10.2.0.0 がアドバタイズされ、

10.0.0.0 はアドバタイズされません。

ステップ 10 ip address ip-address subnet-mask

例：
Router (config-subif)# ip address 172.16.10.1 
255.255.255.0

フレーム リレー サブインターフェイスの IP アドレスを設

定します。

ステップ 11 ip rip authentication mode {text | md5}

例：
Router(config-subif)# ip rip authentication 
mode md5

RIPv2 認証のモードを指定します。

ステップ 12 ip rip authentication key-chain name-of-chain

例：
Router (config-subif)# ip rip authentication 
key-chain rip-md5

RIPv2 MD5 認証用に以前に設定したキー チェーンを指定

します。

ステップ 13 ip rip initial-delay delay

例：
Router(config-subif)# ip rip initial-delay 45

インターフェイスで IP-RIP Delay Start 機能を設定します。

ルータは、delay 引数に指定された秒数、RIPv2 ネイバー

に対する最初の MD5 認証パケットの送信を遅延します。

範囲は 0 ～ 1800 です。

ステップ 14 end

例：
Router(config-subif)# end

サブインターフェイス コンフィギュレーション モードを

終了し、特権 EXEC モードに戻ります。

コマンドまたはアクション 目的
23
IP ルーティング：RIP コンフィギュレーション ガイド



Routing Information Protocol の設定

  RIP の設定例
（注） スプリット ホライズンがイネーブルの場合、自動サマリー アドレスもインターフェイス サマリー アド

レス（ip summary-address rip インターフェイス コンフィギュレーション コマンドで設定されたアド

レス）もアドバタイズされません。

Router(config)# router rip 
Router(config-router)# network 10.0.0.0 
Router(config-router)# exit 
Router(config)# interface gigabitEthernet 0/0/0
Router(config-if)# ip address 10.1.1.1 255.255.255.0 
Router(config-if)# ip summary-address rip 10.2.0.0 255.255.0.0 
Router(config-if)# no ip split-horizon 
Router(config-if)# end 

例 2：誤った設定

次に、集約対象の両方のアドレスが同じメジャー ネットワークのため、ip summary-address rip イン

ターフェイス コンフィギュレーション コマンドの使用に誤りがある例を示します。アドレスに固有の

アドレス マスクがあるかどうかにかかわらず、1 つのインターフェイスの各ルート集約には固有のメ

ジャー ネットワークが必要です。

Router(config)# interface gigabitEthernet 0/0/0
Router(config-if)# ip summary-address rip 10.1.0.0 255.255.0.0 
Router(config-if)# ip summary-address rip 10.2.2.0 255.255.255.0 
.
.
.

スプリット ホライズンの設定：例

ここでは、スプリット ホライズンの設定例を 2 つ示します。

例 1
次の設定では、シリアル リンクでスプリット ホライズンをディセーブルにする単純な例を示します。

この例では、シリアル リンクは X.25 ネットワークに接続します。

Router(config)# interface Serial 0/0/0
Router(config-if)# no ip split-horizon 

例 2
次の例の図 1 では、no ip split-horizon インターフェイス コンフィギュレーション コマンドが有効な

一般的な状況を示します。この図は、（フレーム リレー ネットワークに接続している）ルータ C 上の

シリアル インターフェイス経由でアクセスできる 2 つの IP サブネットを示してします。この例では、

ルータ C 上のシリアル インターフェイスは、セカンダリ IP アドレスの割り当てによってサブネットの 
1 つに対応します。

ルータ A、ルータ B、およびルータ C（それぞれ IP ネットワーク 10.13.50.0、10.155.120.0、および 
10.20.40.0 に接続）のギガビット イーサネット インターフェイスは、いずれもスプリット ホライズン

がデフォルトでイネーブルです。一方、ネットワーク 172.16.1.0 および 192.168.1.0 に接続するシリア

ル インターフェイスは、いずれも no ip split-horizon コマンドでスプリット ホライズンがディセーブ

ルにされています。図 1 にトポロジとインターフェイスを示します。
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図 1 フレーム リレー ネットワークでディセーブルにされたスプリット ホライズンの例

この例では、すべてのシリアル インターフェイスでスプリット ホライズンがディセーブルです。ネッ

トワーク 172.16.0.0 をネットワーク 192.168.0.0 に、またはその逆方向にアドバタイズするには、ルー

タ C でスプリット ホライズンをディセーブルにする必要があります。これらのサブネットは、ルータ 
C、インターフェイス S0 で重複しています。シリアル インターフェイス S0 でスプリット ホライズン

がイネーブルだった場合、これらのネットワークのいずれについても、フレーム リレー ネットワーク

にルートはアドバタイズされません。

ルータ A の設定

interface gigabitethernet 0/0/0
 ip address 10.13.50.1
!
interface serial 0/0/0
 ip address 172.16.2.2
 encapsulation frame-relay
 no ip split-horizon 

ルータ B の設定

interface gigabitethernet 0/0/0
 ip address 10.155.120.1
!
interface serial 0/0/0
 ip address 192.168.1.2
 encapsulation frame-relay 
 no ip split-horizon

ルータ C の設定

interface gigabitethernet 0/0/0
ip address 10.20.40.1

!
interface serial serial 0/0/0
ip address 172.16.1.1
ip address 192.168.1.1 secondary
encapsulation frame-relay 

Router BRouter C

Router A

E1

E0

S1

Interface address:
192.168.1.2

Interface address:
172.16.2.2
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   interface address:
      192.168.1.1

Interface address:
172.16.1.1

S0

E2

S2
Network address:

10.13.50.0

Interface address:
10.13.50.1

Network address:
10.20.40.0

Interface address:
10.20.40.1

Network address:
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Interface address:
10.155.120.1

S
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69
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Frame Relay
network

Network
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Network
address:
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no ip split-horizon

アドレス ファミリ タイマーの設定：例

次に、個々のアドレス ファミリ タイマーを調整する例を示します。アドレス ファミリ

「notusingtimers」では、汎用的な RIP 設定で 5、10、15、および 20 のタイマー値が使用されている場

合でも、30、180、180、および 240 のシステム デフォルトが使用されます。アドレス ファミリ タイ

マーは、汎用の RIP 設定から継承されません。

Router(config)# router rip
Router(config-router)# version 2
Router(config-router)# timers basic 5 10 15 20
Router(config-router)# redistribute connected
Router(config-router)# network 5.0.0.0
Router(config-router)# default-metric 10
Router(config-router)# no auto-summary
Router(config-router)#
Router(config-router)# address-family ipv4 vrf abc
Router(config-router-af)# timers basic 10 20 20 20
Router(config-router-af)# redistribute connected
Router(config-router-af)# network 10.0.0.0
Router(config-router-af)# default-metric 5
Router(config-router-af)# no auto-summary
Router(config-router-af)# version 2
Router(config-router-af)# exit-address-family
Router(config-router)# 
Router(config-router)# address-family ipv4 vrf xyz
Router(config-router-af)# timers basic 20 40 60 80
Router(config-router-af)# redistribute connected
Router(config-router-af)# network 20.0.0.0
Router(config-router-af)# default-metric 2
Router(config-router-af)# no auto-summary
Router(config-router-af)# version 2
Router(config-router-af)# exit-address-family
Router(config-router)#
Router(config-router)# address-family ipv4 vrf notusingtimers 
Router(config-router-af)# redistribute connected 
Router(config-router-af)# network 20.0.0.0 
Router(config-router-af)# default-metric 2 
Router(config-router-af)# no auto-summary 
Router(config-router-af)# version 2 
Router(config-router-af)# exit-address-family 
Router(config-router)#

フレーム リレー インターフェイスでの IP-RIP Delay Start の設定：例

次に、お使いのルータで IP-RIP Delay Start 機能を設定するために必要な最小限のコマンド例を示しま

す。

!
key chain rip-md5
 key 123456
  key-string abcde
!
router rip
 version 2
 network 172.16.0.0
 no auto-summary 
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!
interface Serial 0/0/0
 no ip address
 encapsulation frame-relay ietf
 frame-relay lmi-type ansi
!
interface Serial 2/0/0 point-to-point
 ip address 172.16.10.1 255.255.255.0
 ip rip initial-delay 45
 ip rip authentication mode md5
 ip rip authentication key-chain rip-md5
 frame-relay interface-dlci 100
!

その他の関連資料
ここでは、Routing Information Protocol の設定に関連する資料を紹介します。

関連マニュアル

標準

MIB

内容 参照先

プロトコルから独立した機能、RIP 情報のフィルタリ

ング、キー管理（RIP Version 2 で使用可能）、および 
VLSM

『Configuring IP Routing Protocol-Independent Features』

RIP コマンド：コマンド構文、コマンド モード、コマ

ンド履歴、デフォルト設定、使用に関する注意事項お

よび例 

『Cisco IOS IP Routing: RIP Command Reference』

フレーム リレーの設定 『Cisco IOS XE Wide-Area Networking Configuration Guide』

標準 タイトル

なし —

MIB MIB リンク

新しい MIB または変更された MIB はサポートされて

いません。また、既存の MIB に対するサポートに変

更はありません。

選択したプラットフォーム、Cisco IOS XE リリース、および機能

セットの MIB を検索してダウンロードする場合は、次の URL にあ

る Cisco MIB Locator を使用します。

http://www.cisco.com/go/mibs
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http://www.cisco.com/en/US/docs/ios/ios_xe/wan/configuration/guide/2_xe/wan_xe_book.html
http://www.cisco.com/go/mibs


Routing Information Protocol の設定

  その他の関連資料
RFC

シスコのテクニカル サポート

RFC タイトル

RFC 1058 『Routing Information Protocol』

RFC 2082 『RIP-2 MD5 Authentication』

RFC 2091 『Triggered Extensions to RIP to Support Demand Circuits』

RFC 2453 『RIP version 2』

説明 リンク

右の URL にアクセスして、シスコのテクニカル サ
ポートを最大限に活用してください。

以下を含むさまざまな作業にこの Web サイトが役立

ちます。

• テクニカル サポートを受ける 

• ソフトウェアをダウンロードする 

• セキュリティの脆弱性を報告する、またはシスコ

製品のセキュリティ問題に対する支援を受ける

• ツールおよびリソースへアクセスする 

– Product Alert の受信登録

– Field Notice の受信登録 

– Bug Toolkit を使用した既知の問題の検索

• Networking Professionals（NetPro）コミュニ

ティで、技術関連のディスカッションに参加する

• トレーニング リソースへアクセスする 

• TAC Case Collection ツールを使用して、ハード

ウェアや設定、パフォーマンスに関する一般的な

問題をインタラクティブに特定および解決する

この Web サイト上のツールにアクセスする際は、

Cisco.com のログイン ID およびパスワードが必要で

す。

http://www.cisco.com/en/US/support/index.html 
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RIP の設定に関する機能情報
表 1 に、このモジュールで説明した機能をリストし、特定の設定情報へのリンクを示します。

プラットフォーム サポートとソフトウェア イメージ サポートに関する情報を入手するには、Cisco 
Feature Navigator を使用します。Cisco Feature Navigator を使用すると、特定のソフトウェア リリー

ス、フィーチャ セット、またはプラットフォームをサポートする Cisco IOS XE のソフトウェア イメー

ジを判別できます。Cisco Feature Navigator には、http://www.cisco.com/go/cfn からアクセスします。

Cisco.com のアカウントは必要ありません。

（注） 表 1 に、特定の Cisco IOS XE ソフトウェア リリース群で特定の機能をサポートする Cisco IOS XE ソ
フトウェア リリースだけを示します。特に明記されていない限り、Cisco IOS XE ソフトウェア リリー

ス群の後続のリリースでもこの機能をサポートします。

表 1 Routing Information Protocol の設定に関する機能情報

機能名 リリース 機能情報

IP-RIP Delay Start Cisco IOS XE 
Release 2.6

IP-RIP Delay Start 機能は、ネイバー ルータ間のネット

ワーク接続が完全に機能するまで、RIPv2 ネイバー セッ

ションの開始を遅延させるために Cisco ルータで使用され

ます。その結果、ルータがシスコ製以外のネイバー ルータ

に送信する最初の MD5 パケットのシーケンス番号は常に 
0 です。MD5 認証を使用してネイバー ルータとの RIPv2 
ネイバー セッションを確立するように設定されたルータの

デフォルト動作では、物理インターフェイスの起動時に、

MD5 パケットの送信を開始します。

この機能に関する詳細については、次の各項を参照してく

ださい。

• 「ネイバー ルータ認証」（P.6）

• 「IP-RIP Delay Start」（P.7）

導入または変更されたコマンド：ip rip initial-delay delay

RIPv2 用の IP サマリー アドレス Cisco IOS XE 
Release 2.1

RIPv2 用の IP サマリー アドレス機能によって、ルートを

集約する機能が導入されました。RIP Version 2 のルートを

集約すると、大規模なネットワークのスケーラビリティと

効率が改善されます。IP アドレスの集約とは、RIP ルー

ティング テーブルに子ルート（サマリー アドレスに含ま

れる個々の IP アドレスの任意の組み合わせに対して作成

されるルート）のエントリがないことを意味します。その

ため、テーブルのサイズが削減され、ルータが処理できる

ルート数が増えます。

この機能に関する詳細については、次の各項を参照してく

ださい。

• 「RIP のルート集約」（P.5）

• 「RIP ルートの集約」（P.11）

• 「ルート集約の設定：例」（P.23）

この機能で導入または変更されたコマンド：ip 
summary-address rip
29
IP ルーティング：RIP コンフィギュレーション ガイド

http://www.cisco.com/go/cfn


Routing Information Protocol の設定

  RIP の設定に関する機能情報
Routing Information Protocol Cisco IOS XE 
Release 2.1

Routing Information Protocol（RIP）は小規模から中規模

の TCP/IP ネットワークで一般的に使用されるルーティン

グ プロトコルです。また、距離ベクトル アルゴリズムを

使用してルートを計算する安定したプロトコルです。

トリガー RIP Cisco IOS XE 
Release 2.1

トリガー RIP は、費用のかかる回路ベースの WAN リンク

での継続的な RIP アップデートに対処するために導入され

ました。RIP のトリガー拡張機能によって、ルーティング 
データベースに更新があった場合にのみ、RIP は WAN 上
で情報を送信します。この機能をイネーブルにしたイン

ターフェイスでは、定期的な更新パケットは抑制されま

す。ポイント間のシリアル インターフェイスでは、RIP 
ルーティング トラフィックが減ります。

この機能に関する詳細については、次の各項を参照してく

ださい。

• 「WAN 上の RIP の最適化」（P.16）

導入または変更されたコマンド：ip rip triggered、show 
ip rip database

表 1 Routing Information Protocol の設定に関する機能情報（続き）

機能名 リリース 機能情報
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用語集
IS-IS：Intermediate System-to-Intermediate System。DECnet Phase V ルーティングに基づく OSI リン

クステート階層型ルーティング プロトコルであり、ルータはこれを使用して、ネットワーク トポロジ

を決定するために、1 つのメトリックに基づいてルーティング情報を交換します。

RIP：Routing Information Protocol。RIP は、ローカル ネットワークおよびワイドエリア ネットワー

クで使用されるダイナミック ルーティング プロトコルです。

VRF：VPN Routing and Forwarding（VRF; VPN ルーティングおよび転送）インスタンス。VRF は、

IP ルーティング テーブル、取得された転送テーブル、その転送テーブルを使用する一連のインター

フェイス、転送テーブルに登録されるものを決定する一連のルールおよびルーティング プロトコルで

構成されています。一般に、VRF には、PE ルータに付加されるカスタマー VPN サイトが定義された

ルーティング情報が格納されています。

アドレス ファミリ：ネットワーク アドレスの共通形式を共有するネットワーク プロトコルのグルー

プ。アドレス ファミリは RFC 1700 で定義されています。

Cisco and the Cisco Logo are trademarks of Cisco Systems, Inc. and/or its affiliates in the U.S. and other countries. A listing of Cisco's 
trademarks can be found at www.cisco.com/go/trademarks. Third party trademarks mentioned are the property of their respective owners. 
The use of the word partner does not imply a partnership relationship between Cisco and any other company. (1005R)

このマニュアルで使用している IP アドレスおよび電話番号は、実際のアドレスおよび電話番号を示すものではありません。マニュアル

内の例、コマンド出力、ネットワーク トポロジ図、およびその他の図は、説明のみを目的として使用されています。説明の中に実際の

アドレスおよび電話番号が使用されていたとしても、それは意図的なものではなく、偶然の一致によるものです。
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